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体育【體育】は、知育・徳育に対して、適切な運動の実践を

通して、脳や自律神経系の働きを亢進させ、身体の健全な発達

を促し、安全能力や運動能力、健康な生活を営む態度などを養

うことを目的とする教育と考えています。要は、「知育」・「徳

育」に対して展開される「体育」は、①「健全なからだや体

力・運動能力を養う教育」と考えられます。また、②学校にお

ける教科のこととしての意味もあります。

よって、「幼児体育」は、幼児を対象として展開される体育

ですが、幼児の健全育成・人間形成を中核として考えられてい
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る方と、教科として考えられている方の認識に、少々ズレを生

じていることがあります。また、「体育」を「スポーツ」に変

えてはという声も時に聞かれますが、「体育」は、一運動領域

や種目のことを述べているのではなく、それらを使っての教育

のことを取り扱っているので、「体育」という言葉には豊かさ

があり、質を異にしています。そんな中で、まず人として基本

となる「知・徳・体」の調和のとれた育成をめざすことが必要

です。したがって、私たちの「幼児体育」では、「体」の分野

で、さらに時代に適応して、たくましく生きる力を育もうとし

ていかねばなりません。

「知育」・「徳育」・「体育」を、「知」・「徳」・「スポーツ」に置

き換わる重みが、今、提示できるでしょうか。「体育」の本来

の意味や意義、役割の大きさを再認識する必要があります。日

本で使っている多くの言葉は、中国から学んだものがとても多

くあります。漢字一字一句に、作られてきた経緯や歴史があり

ます。

「体育」の「体」の字を取り上げてみても、「からだ」という

のは「人」の「本体」だというわけです。よって、以前は、體

（骨豊）と書いており、大元は象形文字です。意味は、全身、

本体、骨（= ほねとにくという意味）が豊かである様を表した

漢字です。「からだ」というのは「人」の「本体」ということ

で、その教育ということですから、各種のからだ動かしや運動

あそび、鬼ごっこやスポーツごっこ、体操やダンス等を体験し

ながら、人間形成に寄与する「幼児体育」の意味や役割は、大



きく、豊かなのです。

現状のところ、「幼児体育」 を、①からだの発育・発達を促

し、体力の向上を図るための「教育・人間形成」と捉えるか、

②運動やスポーツの実技・理論を教える「教科」として捉える

か、立ち位置の違いで内容が大きく変わってきます。

いずれにしろ、中国からの漢字文化の歴史や漢字そのもの

意味をしっかり勉強されてみると、気づいていない部分、不足

している部分が見えてくるでしょう。「知育」、「徳育」、「体育」

の 3 つのものが、人間形成の本質において一つのものであるこ

と、または「三者が（心を合わせて）一体になること」という

ことが、子どもの育ちにおいて大切ですから、知・徳・体のバ

ランスのとれた力を育てていきたいと考えています。変化の激

しいこれからの社会を生きるために、確かな学力（知）、豊か

な心（徳）、健やかなからだ（体）をバランスよく育てること

が、幼児期から必要不可欠です。

中でも、その一つである「幼児体育」が担う役割は、とても

大きいものがあります。「幼児体育」を大切に考えて、子ども

たちに関わって下さる皆さんに感謝です。ありがとうございま

す。全国各地域における幼児体育の発展のために、また、人々

の生活の質の向上のために、本書で示す情報を使っていただけ

ますと、幸いに存じます。

ごあいさつ　���





幼児体育の魅力
─ 運動、心動、感動、そして生活化を図る ─
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